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子 どもの 「ひみつ きち遊 び」 にみ る
「生きた環境」形成要因に関す る調査研 究
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 In  this paper,  we mainly clarify a structure of "Living-environment" for children's play. We 
also investigate how grasp places and environment through the secret base playing. The method 
of this study is observations of the care of schoolchildren after  school' hours. It was found that 
children experience environments through the types of two discoveries.
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2.ひ みつ きち遊び
1.本 研究 の 目的
本研究では これまで にアンケー ト調査,聞 き取 り
調査及び観 察調 査に よって(表1:調 査一覧)子 ど
もの遊びを志向性 に よ り4種 の 「遊び の型」 に分類
し 「場所」との間に有機 的関係性 を見出 してい る【11.
さ らに 「ひみつ きち遊び」にみ られ るよ うな 「場所」
が 「遊び」に よって様 々な 「意味」 をもた らされ て
い る状態に あることを「生 きた環境」として定着 し,
また 「生 きた環境」とは子 どもが 「ひみつ きち遊び」
を行 うよ うな 「非志 向型」の状 態において,「 発見」
を通 して環 境 ・世界 を把握 ・理解 してい くことでは
ないか と予測 して きた.よ って,本 稿 では 「生 きた
環境」の形成要因 につい て∫子 どもの 「ひみ つきち
遊び」を観 察 も しくは共 に体験す ることによって環
境 ・世界理解の構造 とそ のプロセ スを明 らかに し,
人間 にとって本来 「在 るべ き場所」 の契機 とな り得
る 「生 きた環境」 とは如何 なるものかを検討す るこ
とを 目的 とす る.
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2.1子どもとひみつ きち遊 び
「ひみ つきち遊 び」とは どの よ うな遊び をい うの
か.本 研究で は基本的 に子 どもが 「ひみつ きち」だ
と定 めた ことを確認 で きるもの を全て 「ひみつ きち
遊び」 としている.「 ひみつ きち遊び」 には どの よ
うな意味 があるのか,心 理 的側 面及び空 間的側 面か
ら述 べたい.
まず心理 的には,子 どもの成 長過 程での役割が重
要であろ う.人類学 の藤本 浩之輔[2}は子 どもが秘密
基地 をっ くる行 為は 「自立 と自治 の世界 」で ある と
提言 してい る.また建築 学の仙 田満囹 は子 どもの遊
び につい て現状調 査や 観 察調査 を行 うこ とに よっ
て,子 どもに求 め られ る遊び 空間の特徴 を 「自然 ス
ペース」 「オー プンスペー ス」 「遊具スペース」 「ア
ジ トスペ ース」 「アナー キー スペース」 「道スペー
ス」の六 つの空間に よって分類で きるこ とを提言 し
てい る.そ の中で秘密 基地は大人 に隠れ てつ くる子
どもだけの空間 と して 「アジ トスペース」に位置 づ
け られ てい る.親 や 大人達か ら知 られ ない独立 した
空間を持 っ ことによって,前 述 した よ うな 「自立心 」
や 「独立 心」 「計画心」 を養 うのであ る.子 どもの
成 長過程 にお ける 「ひみ つきち遊び」の在 り方 は本
研 究において も同 じとい える.
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また 「ひみつ きち」にお ける空間的意味つま り「場
所」や 「発見」の意味について,子 どもの遊び を通
して 「街 づ く り」を行 って いる木下勇[4]は次のよ う
に述 べている.「 秘密基地づ くり」 を通 して,子 ど
もは 自分 の 「場所の確保」 「独 自の世界の構築」を
行 うとともに,子 どもが本来持 っている 「場所 の雰
囲気」を読み取 る能力 を開花 させ るのである.こ の
ように木 下は本研 究 と同様 に子 どもの内面 にお こ
る作用 を心理学 や教 育学 にお け る解 釈 の視 点 とは
異 なった,地 域環境 を中心 とした子 どもの環境理解
のプ ロセ ス とい う建築 学 的解釈 に よ って分析 して
いる.
2.2本研究 にお けるひみつ きち遊び
この よ うに,子 どもの成長過程 にお いて 「ひみ つ
きち遊び」 には,自 立 とい う心理的成長作用及び 環
境理解 とい う空間認知 の作用 を もた らす ことが うか
がえる.人 文地理学,社 会科教育学 にお いて寺本 潔
[5]は,教 育学的視点 と地理学 の持つ フィール ドワー
ク とい う方法 を併せ るこ とで,手 描 き地図や聴 き取
りとい う手段 を用い 「子 ども道」 「お化け屋 敷」 「子
ども地名」 「探検行動 」 といった切 り口か ら子 ども
独 特の環境知覚や行動様式 を読 み解 くことを試 みた.
彼 は秘密基地(ま たは隠れ家)∫ 子 ども道,お 化 け
屋敷(こ わい場所),子 どもの地名 の四つの空間 を
とり上げ,こ れ らを 「子 どもの 自主的な空間行 動の
結果,生 まれ た独 自の空間であ る」 と述べてい る.
また,「 秘密基地や子 ども道 といった空間は,子 ど
も世界 のいわば 「拠 点」であ り,知 覚空間内におい
て も強 く意識 され る ものであ る.も ちろん,こ うい
った空間は,子 どもの手描 き地図に も散見 され る と
ころであるが,実 際 に子 どもた ちの世界に入 りこん
で,内 側 か ら観察 しなけれ ば,そ の実態は容易につ
かめない」 と述べ てい ることか らも,秘 密基地が子
どもの空間認知 において重要な存在で あ り,本 研究
で もこの見解 と同様 に子 どもの 「ひみつ きち遊び」
か ら環境 ・世界把握 のプ ロセス を考察 したい.特 に
木下のように 「ひみつきち遊び」における子どもの
「発見」の作用を重要視 し,子 どもと共に遊ぶこと
を通 してその世界に入 り込んだ視点か ら環境 ・世界
把握の構造を明らかにしていきたい.(図1)
3.ひ みつ きち遊び の実態
3.1調査概要
調査期間は平成12年8月 から平成16年 現在継
続中であり,調査対象地は前稿まで同様石川県の津
幡町である.調査対象者は学童保育 「もりもりくら
ぶ」に通 う小学生1年 生から6年生約40名(1年
あたりの平均入所者数)で,長 期休暇を利用 し指導
員体験を通して子 どもの遊びの体験 ・観察調査を行
った.調査の方法は,学 童保育の遊び時間中に 「ひ
みつきち」の現場へ案内 してもらい遊びの観察を行
うものと,子 どもとの遊びを通 して実際に共に 「ひ
みつきち遊び」を体験 し 「ひみっきち遊び発生の現
場」を体感するものの2種 類とする.案 内による観
察では,基 地の写真,動 画による記録及び遊び内容
の聞き取 り若 しくは遊びの観察を行い,体験による
観察においては,遊 びの様子や子 どもがどのように
「ひみつきち遊び」を始めたかを前者 と同様の方法
で記録 した。但 し,調査予定 日以外に 「ひみつきち
遊び」が発生 した場合 もあり(予期せずにその時 ど
きの状況や出来事,仲 間や環境,発 見によって起こ
るため),多 少の調査方法の違いがある.
「もりもりくらぶ」での長期休暇中の生活スケジ
ュールによれば1日 の うち遊べる時間は約4時 間で
あり,施設内や施設周辺,小 学校の遊具や体育館な
ど基本的には指導員の目の届 く範囲で自由に遊ぶ こ
とができる.ま た平成14年3月 より,施設横の空
地が開放 され遊び場 として利用可能 となり,現在子
どもたちには 「もりもり広場」(図2)の 愛称で人
気の遊び場 となっている(但 し夏期はヘ ビがでるた
め閉鎖).施 設の立地条件であるが太白台小学校へ
の道路 と保育園への道路の分岐点に位置 し,津幡町
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の町並みや太白台小学校へ通 う子 どもたちの住む緑
ヶ丘住宅地の全貌を眺めることのできる高台にある.
また小学校周辺や通学路には森や林,施 設には小学
校の運動場が隣接 し遊び場所は比較的豊富であると
考えられる.調査で得られたひみつきち遊び事例一
覧を表2に示す.「 もりもりくらぶ」の周辺環境及
びひみつきちの分布を示す図を図2に示す.
3.2ひみつ きち遊 び事例
調査に より14の 「ひみつ きち遊び」を確認 した.
今回の調査では子 ども と日常生活を共に し,共 に遊
ぶな ど子 ども個人 と密着 す ることでその子 どものパ
ー ソナ リティを理解 し,心 理的側面や学童保育での
人間関係 か ら,そ の子 どもが どの ような遊びや場所
を好むか,な ぜその場所 をひみっきちに選 定 したの
か をよ り深 く確認 できた.ま た 「ひみつきち遊び」
は 「秘密 」にす るこ とで成 立す る遊びであ るため,
実際にその始ま りに遭遇す ることは ごく稀である.
子 どもと密着す ることで得 られた これ らのひみつき
ち遊びの うち,事 例⑧(図3)原 び⑫(図4)に つ
いて 「ひみつ きち遊 び」の始 ま り及び遊びの流れ を
順 を追 って詳 しく解説 したい.
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表2ひ みつきち遊び事例L覧
事例番号
事例1
例
事例3
事例4
事例5
事例6
事例
事例8
事例9
t
事例i
事例
事例⑬
事例1
調 査 年 月
H12/08
H12/08
H13/03
H13/03
H14/03
H14/03
H14/04
614/04
H14/04
H15/03
H15/03
H15/03
削5/03
削5/08
調査形
案内
案内
体験
体験
一部体
体験
案内
体験
体験
案内
体験
ひみつきち遊び
秘密の草むら
秘密の抜け道.
ブルドー ザーの基地
眺めの基地
神のいる基地
秘密基地
アスレチックの基地
探検の基地1
探検の基地2
んオ'の
女だけの基地
仲良しの家
案内 僕の作業場
体験 秘密の台所
内容
草むらを基地にして草の中をかけまわる
秘密の抜け道を通って神社へ行き、鬼ごっこやスポーツ系の遊びをする
ブルドー ザーを利用してごっこ遊びをする
自分の住む家のある町並みを眺めたり、眺める基地をつくる
家をつくったり神の木で儀式をしたりする
年上の友達の真似をしながら住みたい家をつくり、ごっこ遊びをする
アスレチックをつくったり、その辺にあるもので遊ぶ
林を利用して探検ごっこをす
探検の基地1とは別の林で同じことを行う
つLカ ー い で い の で ごっこ
1つの女子グループだけが利用できる家をつくる
仲良し2人組みで住みたい家をつくる
創作活動をする作業場
基地の周りの草花を使っておままごとをする
場 所 ・
住宅街
森
工事現場
小学校の建つ丘の斜面
もりもり広場
もりもり広場
もりもり広場
施設付近の林
施設付近の林
Lし
もりもり広場
もりもり広場
施設の玄関
小学校の玄関
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調 査年 月は平成14年4月 で共 に遊 び を行 う調
査方法 を とった.人 数は,2年 及 び4年 男子3名,
1年女子1名(後 に男子9名:1年 及び4年 が加 わ
る)で,場 所 は施設付近 の林であ る.以 下遊 びの様
子 を順 を追って示す.
①横た わる大木 を発 見 し,ジャングルの よ うな場所
を体験 した ことが ら秘密の探検隊 を結成 し 「ひみ
つきち遊び」が始ま る(図3-1)
②探検 が始ま る
③赤 い実を発見 し「特別 の実」として見立て られ 「赤
い実探 し」の遊び が始 まる
④探検隊の隊長 を決 め る(図3-2)
⑤林 の険 しい道 の りを楽 しみ なが ら隊長 に従 い頂
上 を目指す(図3-3)
⑥仲間が林の道 を滑 り落 ち,「レスキュー隊 ごっこ」
が始 まる
⑦ 目標 の頂上に到着 し下 山する
⑧斜 めの木 を発見 し,木 に乗 ってひ と休みす る(図
3-4)
⑨ 「赤い実」が大量に発 見 され,「 赤 い実探 しj遊
びが再浮 上す る
⑩ ゴールを 目前 に控 え,作 戦会議が行われ る
⑪ ゴール し楽 しかった ことを皆 で喜ぶ
図3事 例⑧:探 検の基地 詳細説明
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図4-3
調査年 月は平成15年3月 で共 に遊び を行 う調
査方法 を とった.人 数 は4年 女子2名 で,も りも り
広場 で行 われた.以 下 に遊びの様子 を順 を追 って示
す.
①別 の女子 グルー プの基地(図4-1)を みて,自
分たちも仲 良 しだけで遊ぶ家が ほ しくな り 「ひみ
つき ち遊び」が始 まる
② 家をつ くる敷地 を決 める
③2人 で どんな家 にす るか相談す る
④工夫 して家 をつ くる
⑤1人 が石でキ ッチ ンをつ くる
⑥家に床 を敷 き部屋 にあが り 「ごっこ遊び」をす る
⑦ キ ッチ ンで毛糸や鉛 筆 を調理 し,「 料理 ごっこ」
をす る(図4-2)
⑧ しば らく調 理に没頭 す る
⑨1人 が家の 「壁 づ く り」を始め る
⑩ うま く柱 をたて ることができず,「 玄関の門づ く
り」 に変更す る(図4-3)
⑪ 門が でき,く ぐって 出入 りす ることで満 足感 を得
る
図4事 例⑫:仲 良 しの家 詳細説明
以上 のよ うに,実 際 に体験 した 「ひみつ きち遊び」
の うち2事 例 を詳 しく紹介 した.子 どもたちが,環
境や対象物,出 来事 に心 を動か され 「こんなことが
したい」、と行動 を促 され る過程 が様 々に確認で きた
であろ う.
4.ひ みつ きち遊 びにみ る生 きた環境形成要因.
4.1発見の種類
先の2事 例をは じめ と し,「 ひみつ きち遊び」1
4事例に共通 して確認 で きるのは,環 境に よって遊
びが発 展 した り,環境 に感 動 して遊びが始まった り,
環境においてその都 度起 こる出来事やそ の都度出遭
う対象 物に よって遊び を柔軟 に変化 させ るなど,子
どもが 「環境」 と深 く関わ りをもってい ることで あ
る.ま た,そ れ ら環境 との関わ りは 「発見」に よっ
て作用 し流動す ることがおおい に確認 できた.
「ひみつ きち遊び」が開始 され る際 に重要 である
のが子 どもの心 を動かす 「発見」 だが,ど のよ うな
「発見」か ら子 どもが 「ひみっ きち」 に したい と感
じたのだ ろ うか.
4.1.1場所 的な要 因
注 目したい のは,写 真 か らもわか るよ うに明 らか
に 「場所」の 「雰囲気 が独特 」な もの とそ うでない
ものに分 かれ るこ とである.例 えば先の事例⑧ と同
様 に事例① の草む ら(図5)は 子 どもが ワクワク し
そ うな 「場所 の雰 囲気 」 を感 じることがで きる.ま
た先 の事例⑫ の ように事 例⑩の基地(図6)は 子 ど
もの創 った家が印象 的であ り,楽 しそ うなモ ノを創
って楽 しんだのであろ うと「憶測」は できるものの,
場所の独 特な雰囲気 はあま り感 じられ ない(創 った
家が場所 を独 特に してい る感は ある).さ らに事例
⑬(図7)は 「ここは本 当にひみつ きちなのか」 と
思わせ るよ うな,日 常生活 の中でも 目立た ない普通
の場所であ り,丁 見普通の 玄関 に見 える.
4.1.2志向的 な要因
次 に注 目したいのは子 どもの志 向であ る.先 の事
例⑧(図3)に 対 し,事 例⑨(図8)は 写真 か ら同
じよ うな 自然 の林 を確認 できる.遊 び内容 につ いて
も変 わ りは ない が 「ひみ つきち」にす る理 由は全 く
異 なる.事 例⑧及び⑨ はいずれ も共にひみつきち遊
び を行 った が,事 例⑧ においては林の中でその光景
に感動 した子 どもが 「探検 しよ う!俺 らは秘密 の探
検 隊や!」 と遊 びが始 まったのに対 し,事 例⑨ につ
いては近 くの林 で 「また,さ っきのひみつ きちごっ
こしよ う」 と事例⑧ での楽 しさを求 めた遊びの始ま
り方を してい る.こ れ と同様 に先 の事例⑫(図4-
2,3)の 仲良 し2人 組 の事例 につ いて も,事 例⑪
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図5事 例①:秘 密の草む ら
図6事 例⑩:み んなの秘密基地
図7事 例⑬:僕 の作業場
(図4-1)の 仲良 し女子 グルー プが友 達同士で 「秘
密」 を持 つ ことに対 し,「 自分達 も同 じよ うに仲間
同士で秘密 を共有 したい」 とい う思いか ら遊 びが発
生 した ことが うかが えた.
この よ うに 「ひみつ きち遊び」 には,°独 特の 「雰 囲
気 」を もつ場所 に対 して 「場所 その もの」か ら 「発
見」や 「行動」 「志向」 を促 され る 「場所 に要因を
もつ」発見型 のタイプ と,目 的があ らか じめ決ま っ
ていた り,過 去 の楽 しい経験や 体験 したい気持 ちを
再現す るために 「秘密 にす る」 とい った.「特別視」
が入 るこ とによって普段 日常で触 れ合 える場所 に
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「新 しい意味づ け」 を行 うよ うな 「志向 に要因 をも
つ」再発 見型 の タイプの2種 類 の 「環境 ・世界把握」
の 「発見」 によるプ ロセスが考え られ るのでは ない
だ ろ うか.
4.2発見 を促す 要素
4.2.1出来事(コ ト)要 素
「ひみつ きち遊 び」には,子 どもの心 を驚嘆 させ
る 「出来事」や 「対象物 」の存在 が欠かせ ない.こ
れ らは 「ひみ つ きち遊 び」の要素 と して2種 の発見
にそれ ぞれ働 きかけ,「 遊びを流 動」 させてい る.
まず 「出来事 」要素について,基 本的 には 「特別
な体験」 をす る ことでその体験 を持続 させたい と思
うこ とに起 因す る.そ の持続薬 とな るのが 「秘密 に
す る」 ことであ る.秘 密 で出来事 を包み込む こ とに
よって子 どもは 「場所」や 「出来事」の意味 を 自由
なものに しや す くな る.
「場所 的な要因」に対 してはその 「出来事」 自体 が
環境 として受 け取 られ る,つ ま り雰囲気(こ わい,
気味 が悪 い,禁 止 をやぶ るなど)と して場所 に現れ
た出来事 を直に体験 した瞬間,そ れ は 「発見」 とし
て獲 得 され るのではないだ ろ うか.
また 「志 向的 な要因」に対 して は,「 出来事」は
過 去の楽 しかった経 験 として捉 え られ,「 あの時の
あの気持 ちになるため」に とい う 「目的志 向」が生
まれ る.例 えば事例 ⑦(図9)の よ うに楽 しい体験
ので きるアス レチ ックを創 るこ とに代表 され る.
4.2.2対象物(モ ノ)要 素
次 に 「対象物」要素 につ いては,基 本的 に 「獲 得」
したい と思 われ る ものや 「材料 」 と して捉 える もの
が多い。
「場所的 な要 因」に対 しては事例③ のブル ドーザ
ーの よ うに,普 段 獲得す ることの できない ものや珍
しい もの として,そ のモ ノが在 るべ きで はない環境
にあ るこ とで引き立て られた り,そ のモ ノが在 るこ
とで環境が 引き立った りす る場合 をい う.
ま た 「志 向的 な要因」に対 して は,日 常 でそのモ
ノが もつ意味 とは別 の意味 をもた らされ た時,そ の
モ ノか ら 「環境 」が新たな意味 を与 え られ,子 ども
は 「特別」 を感 じるので ある.「 ひみつ きち遊 び」
では ガラクタ集 めが よく行われ る.例 えば事例⑩ に
おい て図10の ガ ラクタは 「鉄砲」,図11の ガ ラ
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クタは事例⑥ におい て 「おにぎ り」 として遊びに使
われ る.こ の 「鉄砲」 によって場所 には新た な意味
が与え られ る.「 本 当は無駄 なのに～」 と,「 意味
の逆転」が起 こることは子 どもに とって非常 に新鮮
かっ刺激的な体験 となる(こ のよ うなガラクタをそ
のま ま家に持 ち帰 る場合す らある).ひ みつ きちだ
か らこそ,い つ も とは違 う特別 な場所 だか らこそ,
意味 の逆転が起 こ りやす くなるのであろ う.日 常 で
は 「無駄」で あるガラクタや 「禁止 」 され てできな
いこ とな ど,普 段 はマ イナスイメージな ものほ ど,
新 たな意味が与 えやす く,ま た新 たな意 味 としてそ
のモ ノを捉 え直 した場合 非常に楽 しい体験をす るの
である.「 発見 」 と 「要素」の関係 を図式化 した も
のを図12に 示す.
この ように,「 発 見」 と 「獲得」に よって新 しい
意味づけが次々に行われ ることや子 どもが この行為
を繰 り返す ことで環境 や世界 を自分の 中に位置づ け,
獲得 してい くことはま さに人間 と環境が有意味 な関
係 を築 き上げ る 「生 きた環境」 とい えるの では ない
だ ろ うか.
睡鍾璽璽翻 場所その拗 から
出来事や雰囲気自体が環:
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図12「 発 見」 と 「要素」の関係
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今後 は,「 秘密」 と 「非 日常性 」の関係 を明 らか
に し,さ らに子 どもの遊 びだけに とどま らず,人 間
に とって 「生きた環境 」 とは如何な る存在 なのか,
また 「生きた環境 」に とって人間 はど う在 るべ きか,
どの よ うに相互が生か され続 けゆくの かを意識 しつ
っ研 究 を進めてい きたい。また,こ の よ うな 「発見」
を促 す環境づ く りを行 う建築的 な計画指針 の確 立を
目指 したい.
5.結
以上の よ うに,「 ひみつ きち遊び」 におけ る 「発
見」 による子 どもの 「環境 ・世界把握 」のプ ロセス
か ら「生 きた環境 」形成 要因について考察 して きた.
子 どもの 「発見」 には,初 めて体験 す るよ うな独
特 な雰 囲気 をもった 「場所 」や 「珍 しい」場所 に出
遭 うこ とで直接非 日常的な体験 を した場合,そ れを
理解 しようとす る 「場所 に要因を もつ」発見型 と,
普段 か らお な じみの場 所(日 常生活)に 対 して 「特
別視(例 えば 「秘密 」)」 が入 ることによ り普段の
日常 とは違 う 「新 しい意味」の構 築が成 され る 「志
向に要 因を もつ」再発 見型の2種 類が あるこ とが確
認 できた.'・
ま た前者 で は初 めて の体験 に よって 自分 に とっ
て新 しい経験 と して環境 ・世界把握が な され,後 者
では既に経験済みゐ環境 に対 して 「新 しい意 味」の
構築 を行 うこ ど(家 や何 かモノを創 り,そ のモノか
ら再確認す る)で,よ り深 く環境 ・世界把握 がな さ
れ る.
「ひみつ きち遊び 」に とって最 も重要 である 「秘
密」 の役割 につ いては,前 者 は 「特別 な場所 」を秘
密 に し,ま わ りの環境 と区別す ることで環境 を理解
しやす い状態 をつ くって い ると考 え られ,後 者では
「秘密」 にす ることに よって普段 どは違 う新 しい場
所の意味 を 「対象物」 などか ら位置づ け し直 し,環
境を再把握 しや す く してい る と考 え られ る.
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